
行

一
念
釈

・
信

一
念
醒

小

林

昭

英

親
鷺
の

『教
行
信
証
』
に
於
け
る

「行
巻
」
の
行

一
念
釈
と

「信
巻
」

の
信

一
念
釈
と
を
比
較
検
討
し
そ
の
共
通
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。行

一
念
釈
は

『
本
典
』
「行
巻
」

の
両
重
因
縁
の
釈
の
次
に
、

ソ

イ

テ

ノ

ニ

ニ

リ

ニ

「
凡
就
二
往

相

回

向
行
信
↓
行
則
有

一二

念

↓
亦
信
有
一二

念
ご

言
二
行
之

一
一

ト

ハ

ワ

ク

テ

ノ

ニ

ス

ノ

ヲ

念
一者
、
謂
就
二称
名
偏
数
一顕
二開
選
択
易
行
至
極
ご

(真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー

三
四
)

と
あ
る
。

こ
こ
に
釈
せ
ら
れ
る
行

一
念
が

「
称
無
碍
光
如
来
名
」
の
称

の
義
で
あ
る
。
そ
し
て

一
声
の
念
仏
に
約
し
て
名
号
を
余
行
に
簡

べ
る

弥
陀
選
択

の
願
意
を
顕
し
、

日
を
定
め
ず
、
時
を
選
ぱ
ず
、
偏
数
を
限

定
し
な
い
易
行
至
極
の
真
実
行
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
あ
る
。
弥
陀

の
.
 

広
大
難
思
を
顕
わ
す
の
に
、
『
大
経
』
流
通
分
を
引

い
て
、

一
念

大
利

無
上
功
徳

の
名
号

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
善
導
の
四
文
を
引
用

さ
れ
て
い
る
。

マ

コ

ト

ニ

ル

ハ

ハ

「信

知
、
大
利
無
上
者
、

一
乗
真
実
之
利
益
也
。
小
利
有
上
者
、
則
是
八

万
四
千
仮
門
也
。」
(真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー
三
四
)

と
名
号
の
妙
徳
を
讃
嘆
し
、

ハ

ナ
リ

ナ
リ

ナ
リ

「
今
弥
勒
付
嘱
之

一
念
、

即
是

一
声
、

一
声

即
是

一
念
、

一
念
即

一
行
、

一

ナ
リ

ナ
リ

ナ
リ

ナ
リ

行
即
是
正
行
、
正
行
即
是
正
業
、
正
業
即
是
正
念
、
正
念
即
是
念
仏
、
則
是

南
無
阿
弥
陀
仏
也
0」
(真
宗
聖
教
全
書
二
ー
三
五
)

と
六
字
に
結
帰
し
て
、
他
力

一
乗
の
大
行
は
念
仏
で
あ
る
こ
と
を
顕
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

『大
経
』
第
十
八
願
文

の

「乃
至
十
念
」
の
選

択
本
願
行
で
あ
る
十
念

の
念
仏
を
十
声
の
称
名

ζ
取
る
べ
き
か
、
乃
至

の
釈
義
中
従
少
向
多
に
し
て
上
尽

一
形
の
多
念

の
称
名

と
取
る

べ
き

か
、
従
多
向
少
に
約
し
て
一
声

の
称
名
と
取
る

べ
き
か
の
た
め
こ
の
釈

義
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

親
鷺
は

『
一
念
多
念
又
意
』

の
中
で
、

「
こ
れ
に
て

一
念
多
念
の
あ
ら
そ
ひ
あ
る
ま
じ
き
こ
と
は
、
お
し
は
か
ら
せ

た
ま
ふ
べ
し
、
浄
土
真
宗
の
な
ら
ひ
に
は
、
念
仏
往
生
と
ま
ふ
す
な
り
、
ま

た
く

一
念
往
生
・
多
念
往
生
と
ま
ふ
す
こ
と
な
し
、
こ
れ
に
て
し
ら
せ
た
ま

ふ
べ
し
。」
(真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー
六
一
九
)

行

一
念
釈

・
信

一
念
醒

(
小

林
)
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行

一
念
釈
・
信
一
念
醒

(小

林
)

と
あ
る
に
よ
つ
て
も

一
念
多
念
に
固
執
す
る
も

の
で
な

い
こ
と
が
解

る
。こ

の
行

一
念
は
多
念

の
称
名
で
な
く
、
最
初
に
称
え
る
称
名

の
処

に
、
法
蔵
菩
薩
の
選
択
の
易
行
が
開
顕
さ
れ
て
い
る
。

従

つ
て

一
声

の
称
名
の
処
に
大
利
無
上
が
成
就
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
称
名

の
数
量
に
関
係
の
な
い
念
仏
そ
の
も
の
の
絶
対
価
値
を
示
さ

れ
た
処
に
法
然
の
苦
心
が
あ
つ
た
が
、
親
鷺
は
そ
れ
を
忠
実
に
受
け
て

い
る
。『大

経
』
に
は
三
ヶ
処
に

一
念
を
説
く
文
が
あ
り
、
「
本
願
成
就
文
」

と
三
輩
中

「
下
輩

の
文
」
と
付
嘱
の
文
で
あ
る
。
法
然
は
ど
れ
も
行

一

念
と
み
ら
れ
た
が
、
親
鷺
は

「本
願
成
就
文
の
」

一
念
は
信
の

一
念
、

「
付
嘱
の

一
念
」
は
行

一
念
と
み
ら
れ
た
。

処
が
法
然
も

『選
択
集
』
利
益
章
で
、

ニ

テ

ヲ

ス

ト

ニ

ル

テ

ヲ

シ

ト

テ

ヲ

「
既
以
二
一
念

一為
二

無
上
幻
当
レ知
、

以
二
十
念

一為
二
十
無
上
↓
又
以
二
百
念

シ

ト

テ

ヲ

ス

ト

ク

ノ

ジ
テ

リ

ル

ニ

一為
二
百
無
上
↓
又
以
二千
念

一為
二千
無

上
一如
レ
是
展
転

従

レ少
至

レ多
。

念

仏

ナ
レ
バ

ノ

ニ

ナ
ル

恒
沙
、
無
上
功
徳
、
復
応
二恒
沙
ご

(真
宗
聖
教
全
書

一i
九
五
三
)

と

「
付
嘱

の
一
念
」
を
、

一
念
と
千
念
を
等
し
く
み
て
い
る
。
よ
つ
て

こ
れ
は
凡
夫
の
易
行
の
勝
業
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

親
鷲
は
口
業
の
称
名
が
法
体
大
行
た
る
南
無
阿
弥
陀
仏

で
あ
る
と
取

る
処
に
已
証
の
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
行
の
一
念
を

一
声

の
称
名
に
寄

せ
て
顕
わ
し
て
あ
る
が
、
自
然
と
多
念
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

「
行

一
念
釈
」

の

『
礼
讃
』

の
引
用
文
の
あ
と
ぐ
、

ニ

ヒ

ト

ヘ
リ

ト

ノ

ハ

モ

ナ
リ
ト

コ
レ

「経
言
二乃
至
輔
釈
日
二下
至
幻
乃
下
其
言
難
レ異
、
共
意
惟
一
也
。」
(真
宗

聖
教
全
書
ニ
ー
三
四
)

と
あ
り
、
乃
至
に
は

一
多
包
容
の
義
が
あ
る
。
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、

「乃
至
は
、
お
ほ
き
お
も
、
す
く
な
き
お
も
、
ひ
さ
し
き
お
も
、
ち
か
き
お

も
、
さ
き
お
も
、
の
ち
お
も
、
み
な
か
ね
お
さ
む
る
こ
と
ば
な
り
。」
(真
宗

聖
教
全
書
ニ
ー
六
〇
五
)

と
あ
る
。
多
く
を
い
う
な
ら

一
生
涯
の
念
仏
を
い
い
、
少
き
を
い
う
な

ら

一
声
の
念
仏
で
も
よ
く
、

一
声
に
法
体
が
全
顕
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

又
、
教
忍
御
坊
へ
の
御
返
事

(「御
消
息
集
」
第
三
通
)
で
、

「
ま
つ

一
念
に
て
往
生
の
業
因
は
た
れ
り
と
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
ふ
は
、
ま
こ
と

に
さ
る
べ
き
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
、
さ
れ
ば
と
て
】
念
の
ほ
か
に
念
仏

を
ま
ふ
す
ま
じ
き
こ
と
に
は
さ
ふ
ら
は
ず
、
(中
略
)
か
な
ら
ず
一
念
ば
か

り
に
て
往
生
す
と
い
ひ
て
、
多
念
を
せ
ん
は
往
生
す
ま
じ
き
と
ま
ふ
す
こ
と

は
ゆ
め
ゆ
め
の
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。」
(真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー
六
九
八
)

と
あ
り
、

一
念
に
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
が
鮮
明
に
さ
れ
、
多
念

の
称

名
を
相
続
し
、
こ
れ
こ
そ
が
法
然
の
主
張
す
る
念
仏
往
生
で
あ
る
こ
と

を
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
「信
巻
」

の
信

一
念
釈
を
み
る
に
、

ズ
ル
ニ

ヲ

ニ

リ

ハ

レ

シ

ノ

「
夫
按

二真
実
信
楽

↓
信
楽
有

二
一
念

刈
一
念
者
、

斯
顕

二信
楽
開
発
時

剋
之
極

ヲ

ハ
ス

ノ

ヲ

促
↓
彰
二広
大
難
思
慶
心
一也
。」
(真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー
七

一
)

と

「
行
巻
」
の
行

一
念
を
承
け
、

本
顧
の
三
心
に
対

し
て
、
「
本
顧
成
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就
文
」
の

「聞
其
名
号
、
信
心
歓
喜
、
乃
至

一
念
。
」
の

一
念

が

こ
の

三
心
即

一
の
一
心
で
あ
る
こ
と
を
会
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
然
は

『大
経
』
に
、

ヒ

ソ
ニ

ヲ

ノ

シ

ヲ

シ
テ

ヒ
テ
レ
ソ
ト

ニ

セ
ソ

シ

バ

「設
我
得
レ仏
、
十
方
衆
生
、
至
レ心
信
楽
欲
レ生
二我
国
輔
乃
至
十
念
、
若
不

レ

ラ

ヲ

レ生
者
、
不
取
ご正
覚
ご

(真
宗
聖
教
全
書

一
i
九
)

と
あ
る
の
を

「至
心
信
楽
欲
生
我
国
」
の
三
心
よ
り

「乃
至
十
念
」
中

心
と
み
て
、
『
選
択
集
』
「本
顧
章
」
に
、

シ

セ
ソ
ニ

ノ

セ
ソ
コ
ト

ヲ

ル
マ
デ

エ

シ

バ

レ

バ

「若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
二
我
名
号
↓
下
至
二十
声
↓
若
不
レ生
者
、
不

ラ

ヲ

レ取
二正
覚
一
。」(真
宗
聖
教
全
書

一ー
九
四
〇
)

と
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

『観
経
』
「下

々
品
」
の
十
声

々
仏
往

生
よ
り

「
乃
至
十
念
」
を
説
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
親
鷺
は
こ
れ
に
反
し
、
『
大
経
』
の
成
就

の
一
念

は

『
如
来

会
に
よ
と
、

ノ

ノ

キ
テ

ノ

ヲ

ク

シ
テ

ノ

ヲ

「他
方
仏
国
所
有
衆
生
、
聞
二無
量
寿
如
来
名
号
一乃
至
能
発
二
一
念
浄
信
一歓

セ
シ
メ

メ

ノ

シ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ
ゼ
バ

ゼ
ソ
ト

ニ

ヒ
テ

ニ

レ
テ

ソ
ニ

喜
、
愛

二楽
所
有
善
根
廻
向

一

願
レ
生
二
無
量
寿

国

一者
、

随

レ願

皆
生
得
二
不

ヲ

退
転
乃
至
無
上
正
等
菩
提
ご

(真
宗
聖
教
全
書
一
ー
二
〇
三
)

と
あ
り
、
行
の

一
念

で
な
く
、
信
の
一
念

で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。

「
成
就
」
よ
り
み
る
と

「第
十
八
顧
文
」
は
行
な
ら
ず
信
で
あ
る
。

而
る
に

こ
の
信

一
念
釈

で
は
、

一
念

の
信
心
、

一
念

の
信
楽
、

一
念

即

一
心
の
義
を
閾
明
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
信
楽
開
発
の
時
剋
の
極

促
と
は
、
信

一
念

の
時
を
い
う
。

親
鷺
は

『
正
信
偶
』
に

「
能
発

一
念
喜
愛
心
」
と
い
い
、
『
文
類
正

信
偶
』
に

「
信
心
開
発
即
獲
忍
」
と
い
つ
て
ら
れ
る
。

上
尽

一
形
、
下
至
十
声

の
念
仏
は

「
成
就
文
」
に
よ
り
、
「乃

至

一

声
」

の
念
仏
と
な
つ
た
処
が
行

の
一
念

で
あ

る
。
更

に

一
歩
前
進
さ

せ
、
「念
仏
用
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
心
」

の
信
の

一
念
と
さ
れ
た
。

即
ち
初
聞
よ
り

一
生
相
続
す
る
間
を
時
剋
と
し
、
そ
の
時
剋
の
極
促

を
信

の
一
念
と
い
う
。
促
に
対
す
る
延
の
義
は
乃
至
で
あ
る
。

『
観
経
』

の
上
々
品
の
、

ス
ル
コ
ト

ノ

ヲ

ニ
シ
テ

チ

ヲ

「
具
ハニ
此
功
徳

↓

一
日
乃

至
七
日
、

即
得
二
往
二
生
ご

(
真
宗
聖
教
全
書

一
i

六

一
)

の
文

を

釈

し
、

『
散

善

義

』

に
、

シ

ク

ノ

ノ

ヲ

ク

シ

ヲ

ル

ロ

ニ

「
正
明
二修
行
時
節
延
促

幻
上
尽
二
一
形

↓
下
至
二
一
日

・
一
時

・
一
念
等

ご

(
真
宗
聖
教
全
書

一
ー

五
四
三
)

と
あ

る

の
が

こ
れ

で
あ

る
。

親

鶯

は

こ
れ
を

『
文
類

聚

紗

』
に
受

け

て
、

ト
イ
フ
ハ

ニ

ズ

フ
ニ
ハ

ヲ

「復

「
乃
至

一
念
」

者
、

是

更
非
レ
言
二観
想

・
功
徳

・
偏
数
等
之

一
念

↓

テ

ス
ル

ノ

ヲ

ノ

ニ

フ

ト

シ

就
下獲
二得
往
生
心
行
一時
節
延
促
b
言
二乃
至
一
念
一也
。
応
レ知
。L
(真
宗
聖

教
全
書
二
ー
四
四
四
)

と
言
い
、

一
念
は
促

で
あ
り
、
時
間
の
窮
り
で
あ
り
、
乃
至
は
延
で
あ

り
、
相
続
を
顕
示
し
て
い
る
。
極
促
と
は
最
初

の

一
念

の
時

の
義
で
あ

る
。
受
法
最
初
の

一
念

の
時
、
報
土
往
生
の
因
が
決
る
た
め
、
最
初

の

一
念

の
時
剋
を
い
う
。
往
生

の
因
は
信
心
の
み
と
な
り
、
こ
こ
に
信
心

正
因
義
が
成
立
す
る

信
も
行
も
名
号
の
全
顕

で
あ
り
、
名
号
を
我

々
の
心
に
受
け
る
は
信

行

一
念
釈

・
信

一
念
醒

(
小

林
)
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行

一
念
釈
・
信
一
念
醒

(
小

林
)

心
で
あ

り
、
口
に
出
る
は
称
名
で
あ
る
0
往
生
が
決
定
す
る
の
は
信

一

念
で
あ
り
、
称
名
は
混
入
し
な
い
。

信

の

一
念
に
つ
い
て
、
古
来
二
義
が
存
在
す
る
0

一
は

「時
剋
の
極

ト

ハ

キ
ガ

促
」
と
あ
る
時
刻

の
面

で
あ
り
、
二
は

「言
】二

念
一者
、
信
心
元
二ニ

ニ

フ

ト

ヲ

ク

ト

ハ

ノ

心
一故
日
一二

念
↓
是
名
一二

心
↓

一
心
則
清
浄

報
土
真

因
也
。
」
(真
宗

聖
教
全
書
ニ
ー
七
二
)
と
あ
る
信
相
の
面
で
あ
る
0

信

の

一
念
は
二
方
面
か
ら
み
ら
れ
る
か
、
各

々
内
容
を
い
い
あ
ら
わ

し
て
お
り
、
二
つ
の
異
な
つ
た
意
味
を
持
つ
て
い
る
の
で
な
い
。

『
一
念
多
念
文
意
』
に
、

二

念
と
い
ふ
は
、
信
心
を
う
る
と
き
の
き
は
ま
り
を
あ
ら
は
す
こ
と
ば
か

り
。」
(真
宗
聖
教
全
書
二
ー
六
〇
五
)

と
あ
る
が
ま
さ
に
こ
れ
で
あ
る
。
時
間
と
い
う
概
念

の
つ
き
た
処
を

一

念
と
い
う
。
よ
つ
て
時
剋
の
極
促
と
い
う
。

『往
生
論
註
』

の
八
番
問
答
に
於
て
、
本
顧

の
十
念

の
念

の
義
を
明

す
に
、

イ
ク
バ
ク
ノ

オ
カ

テ
ス
ル
ヤ

ト

ノ

ヲ

ク

ト

ノ

「
問
日
。

幾

時
名
為
二
一
念
殉
答

日
。
百

一
生
滅
名

一二

刹
那

↓
六
十
刹

ヲ

テ

ス

ト

ノ

ニ

ハ

ル

ラ

ノ

ヲ

那
名
為
二
一
念
殉
此
中
云
レ念
者
、
不
レ取
此
時
節
一也
。」
(真
宗
聖
教
全
書
一

ー
三

一
〇
)

と
時
剋

の
義
を
明
白
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず

「時
剋
之

極
促
」
と
時
剋
の
義
を
取
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
も
曇
攣
が
捨

て
ら
れ
た
時
間
、
即
ち

一
般
常
識

の
時

間
と
は
質
を
異
に
す
る
こ
と
が
解
る
。

第
二
の
信
相
の
方
面
よ
り
い
え
ば
、
こ
の
最
短
時
の

一
念
は
、
そ
の

ま
ま
本
顧
を
信
じ
て
二
心
な
き
心
で
あ
る
。

『
浄
土
真
要
砂
』

の
本
に
、

「こ
の
一
念
に
つ
ゐ
て
隠
顕
の
義
あ
り
、
顕
に
は
、
十
念
に
対
す
る
と
き
一

念
と
い
ふ
は
称
名
の
一
念
な
り
、
隠
に
は
真
因
を
決
了
す
る
安
心
の
一
念
な

り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
相
好
光
明
等
の
功
徳
を
観
想
す
る
念
に
あ
ら
ず
、
た
ズ

か
の
如
来
の
名
号
を
き
Σ
え
て
機
教
の
分
限
を
お
も
ひ
さ
だ
む
る
く
ら
ゐ
を

さ
す
な
り
。」
(真
宗
聖
教
全
書
三
-

一
二
八
)

と
あ
り
、

こ
の
様
に
時
間
の
極
り
た
る
と
こ
ろ
と
云
い
二
心
の
な
い
意

義
を
含
み
、

二
心
な
き
と
こ
ろ
が
又
時
間
の
至

極
を
あ

ら
わ
し
て
い

る
。親

攣
は

『
本
典
』
を
撰
述
す
る
に
あ
た
り
、

五
願
開
示
の
法
門
を
取

つ
て
い
る
。

而
る
に

「
行
巻
」
に
第
十
八
顧
の

「
乃
至
十
念
」
を
以
て
せ
ず
、
第

十
七
顧
の

「
諸
仏
称
名
之
顧
」
を
以
つ
て
し
て
あ
る

の
は
全
く
第
十
七

顧
の
我
名
を
以
つ
て
「行
巻
」
の
頭
と
す
る
意
図

は
明
白
で
あ
り
、
「信

巻
」
の
信
は
こ
の
法
体

の
名
号
を
信
ず
る
信
で
あ
り
、

そ
の
信

一
念
に

報
土
の
真
因
が
決
定
す
る
と
み
た
の
が
親
鷺
の
信

心
往
生
説
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
信
と
は
法
然

の
念
仏
往
生
に
具
ハ
し
た
信
心
で
あ
り
、

『
選
択
集
』
コ
ニ
心
章
」
に
、

ノ

ズ

キ

ス

ヲ

「
念
仏
行

者
、

必
可
三
具
二
足
三
心

一之
文
」

(真

宗
聖
教
全
書

一
-
九

五
七
)

と
あ

る

の

が

そ

れ

で
あ

る
。
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